令和　　年度　　　学校　教室等の環境定期検査報告書　付表

〈換気及び保温等〉

令和　　　年　　　月　　　日

学校薬剤師　　　　　　　　　　　　　　

１　検査日　　　　令和　　　年　　　月　　　日　　　曜日

２　測定時間　　　　　　時　　　　分

３　測定教室　　　　　　年　　　　組

４　在室者数　　　　　　名

５　天　　気　　　　　　　　　外気温　　　℃

６　戸窓の開閉状況　　□全閉　　　□一部開放（　　　　）　　□全開

７　温度（0.5度目盛の温度計）・相対湿度（0.5度目盛の乾湿球湿度計）

	
	①
	②
	③
	④
	⑤
	平均
	　　測定場所※

	乾球温度
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	
	
	教壇
	

	湿球温度
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	
	①　　　　②

③

④　　　　⑤

	温度差
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	
	

	相対湿度
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	
	


· 教室の四隅と中央の机上（5カ所）で測定が望ましい（基準上の規定はないが、場所によるバラツキを考慮）

８　二酸化炭素（検知管法）　　　　　○測定器名（　　　　　　　　）

	測定時間※
	時　分
	時　分
	時　分
	時　分
	時　分

	二酸化炭素濃度
	ppm
	ppm
	ppm
	ppm
	ppm



· 基準上の規定はないが、経時変化によるバラツキを考慮し､時間帯を変えて複数回測定が望ましい

９、10については、空気の温度、湿度又は流量を調節する設備を使用している以外の教室等においては、必要と認める場合に検査を行う↓

９　浮遊粉じん（質量法または相対濃度計）　測定値：　　　　ｍｇ／EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ar(\s\up 11(３),ｍ)
　＊　検査の結果が著しく基準値を下回る場合には、以後教室等の環境に変化が認められない限り、次回からの検査を省略することができる。
10　気流（0.2m/秒以上の気流を測定できる風速計）○風速計名（　　　　　）

	※
	１
	２
	３
	４
	５
	平均
	結果

	Ａ→Ｂ所要時間
	秒
	秒
	秒
	秒
	秒
	秒
	　m/秒

	室　　　温
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	℃
	

	風速（デジタル機器）
	m/秒
	m/秒
	m/秒
	m/秒
	m/秒
	m/秒
	


· 基準上の規定はないが、測定データのバラツキを考慮し､1カ所で複数回測定し平均値で評価が望ましい

11～12については、燃焼器具を使用していない場合に限り、検査を省略することができる↓

11　一酸化炭素（検知管法）　　　　　

	測定時間※
	時　分
	時　分
	時　分
	時　分
	時　分

	一酸化炭素濃度
	ppm
	ppm
	ppm
	ppm
	ppm


· 基準上の規定はないが、経時変化によるバラツキを考慮し､時間帯を変えて複数回測定が望ましい

12　二酸化窒素（□ザルツマン法、□化学発光法、□その他）　　測定値：　　　　ｐｐｍ
様式№１（１）②





5年間保存








